[image: image1.bmp]｢不満のガス抜き？｣と批判集中
＜政府・一体改革対話集会＞

◇消費税率の引き上げを中心とする社会保障と税の一体改革を国民にＰＲする政府主催の「『明日の安心』対話集会」が各地で開催中。

◇徳島市(25日)：定員１５０人を超える約２００人が出席。川端達夫総務相は「これ以上借金で社会保障を賄い、財政を悪化させることはできない」と、増税への理解を求めた。
　会場からは「消費税の増税は仕方ない」「増税はある程度必要だが、なぜ消費税でなければならないのか。消費が落ち込み中小零細企業の経営を圧迫する」と、税率引き上げに賛否が分かれた。時間の制約から質問できたのはわずか８人。徳島市の団体職員（５７）は「質問時間が短く対話になってない。不満のガス抜きのように感じられたのが残念」と、物足りなさを感じていた。
◇石川・金沢市(25日)：参加した県民１５人が質問。質問は１度きりとされたため参加者からは「対話になっていない」と不満を訴える声も。五十嵐副財務相は、「今の公的年金制度では若者に負担がかかりすぎている」と述べ、世代間格差解消の財源としての増税の必要性を強調。一方、参加者からは「家計でいえば、まず『使う』お金を減らすのが先。一般市民と感覚が違う」などとして、政府の歳出削減への努力不足を指摘する意見が出た。参加者の会社員（３５）は、「対話というより、増税へ一方的に理解を求める報告会だった」と苦笑い。

◇山口市(25日)：小宮山洋子厚労相が出席し、年金受給者ら参加者９６人と介護や育児などについて議論。参加者から「田舎では訪問介護に車で行くにも時間がかかる。都市部を基準とした社会保障制度にしないで」などの要望や、「国の無駄遣いを先にやめるべきでは」「子育てする親への就労支援を」などの意見が出された。（毎日新聞、徳島新聞、中國新聞より）

＊対話集会は今後、3月３日に秋田、山形、岐阜、鳥取で開催されます。申し込みは29日まで。下記よりインターネットで（人数などは会場により異なります）https://www.gov-online.go.jp/spt/szs/schedule.html
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消費税一口メモ　各国の国税収入に占める消費税収割合 　日本は世界最高水準


　「日本の消費税率は、ヨーロッパの国々に比べて低い」などという人がいますが、大間違いです。国税収入に占める消費税の割合を見ると、日本は今でも世界最高水準です。
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＊日本の消費税のうち、1％は地方自治体分。�
�
　　　　　　　　　　　　　　　　　＊アメリカは地方税（収税等）としての小売税はあるが、連邦税（国税）はない。�
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